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Abstract: The Centrifuge Facility (CF) was designed to become a key element, which is a part of 
the International Space Station (ISS), to study the space biology. By using as large biospecimens, 
rodents as ever flown, it was expected to explore the long-term space effects on higher animals 
over some generations. Especially, gravity thresholds for overcoming various spaceflight 
deconditionings could be precisely clarified by studying such organisms kept at partial-gravity for 
space-based experiments. However, on Sep. 2005, the developments of those facilities had been 
canceled after all. Without the availability of the CF on the ISS, the promises of scientific yield 
from the ISS would be severely compromised. On the other hand, fortunately, European Space 
Agency (ESA) had started to provide mice habitat on the ISS having centrifuge function, MISS 
for themselves. Also, on Sep. 2005, MISS had been changed to be remade as a habitat for Russian 
Free Flyer “Foton”, according to the NASA decision and unpredictable prospects of the ISS 
development. European group is going to develop a new habitat “ROSY” to support mice on the 
Free Flyer, not but on the ISS. In order to join the research, and also to make the Japan Aerospace 
Exploration Agency (JAXA) and ESA provide such habitats on the ISS, first of all our working 
group is trying to prepare suitable rodent on-orbit experimetal plans for our purposes. 
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1980 年代初頭に遡る国際宇宙ステーション

(International Space Station: ISS)計画の初期段階か

ら、セントリフュージ施設(Centrifuge Facility: CF)
は ISS における宇宙生物学分野の中核施設として

機能すべく、基本構想の中心にすえられてきたも

のである。実際、多種多様な生物種に対して軌道

上 1G 対照実験の実施を含む、宇宙実験史上初の高

度なライフサイエンス研究の実現を約束するもの

として開発が進められてきた。1997 年の NASA か

ら日本側への CF 主要施設開発の担当機関の変更

や、2001 年当時からくり返し起こった CF 開発計

画縮小の動きなどのいく度かの危機に際しても、

改めて外部評価機関などから開発の優先性が認め

られ、世界の科学界から期待を担い続けてきたも

のであった。 

2004 年 1 月に発表された米国ﾌﾞｯｼｭ大統領の新

宇宙政策の新たな目標設定に則り、NASA 内におい

て ISS 開発計画の抜本的な見直しが順次進められ、

2005年に入るとセントリフュージ施設の開発中止

の可能性が再三報道されるところとなった。この

動きに対して国内外の宇宙生物学コミュニティは

当施設の宇宙生物学研究における重要性の訴えと

計画の継続を働きかけ続けたが、同年 9 月、NASA

においてそれら施設の開発中止が正式に決定され

た。それを受けて、日本側によるセントリフュー

ジ搭載モジュール(Centrifuge Accommodation 

Module: CAM)、セントリフュージ・ローター

(Centrifuge Rotor: CR, 2.5m-Centrifuge)、ライ

フサイエンスグローブボックス(LifeSciences 

Glovebox: LSG)の開発、及び NASA 側による新型ラ

ット飼育装置(Advanced Animal Habitat: AAH)な

どの生物飼育装置(ハビタット)の開発が中止され
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るところとなった。これによって、ISS 上での 1G

より小さな低重力環境でのラットやマウスを対象

にしたライフサイエンス宇宙実験の機会が大きく

遠のくこととなった。 

一方、欧州宇宙機関 (European Space Agency: 
ESA)は、セントリフュージ機能も併せ持った ISS
搭載用マウス飼育装置（Mice on ISS: MISS）の開

発検討を 2002 年より開始して、2005 年 9 月には

基本設計が終了する段階に至った。しかしながら、

米国の ISS 計画の大幅な見直しや今後の ISS 開発

における動向の不透明さなどから、ISS 搭載用の

装置開発を一旦棚上げし、今後はロシアのフリ－

フライアー搭載型の装置(Small Rodent Cultivation 
and Experimentation System: ROSY)へ仕様を同年 9
月に変更する方針を ESA は決定した。今後、欧州

においては、ROSY を用いて欧州グループ内の多

くのラットやマウス宇宙実験提案者の実施要望に

応えて行く計画とされる。 

ラットやマウスなどの哺乳類小動物個体を用い

た宇宙実験は、火星有人飛行などのヒトの長期宇

宙ミッションを実現する上で欠かせない手法であ

り、日本の当分野の研究者コミュニティにおいて

もその用途を満たす施設の開発、ならびに利用は

久しく望まれ続けてきたものである。このような

背景のもとに、本W/Gは 2005年夏に発足したが、

2.5m-セントリフュージや AAH などの CF の利用

が不可能となった状況を受けて、欧州が開発する

フリーフライアー搭載型の小動物飼育装置

“ROSY”の日本側による利用機会の獲得、ならび

に ISS 搭載型の同用途の施設の開発と利用を国内

外に働きかけていく活動を開始した。具体的には、

ROSY および MISS を利用機器とした場合の、生

物学的各種研究テーマを抱合した ”Integrated 
Physiology”実験計画を作成し、その計画の下に早

期の宇宙実験機会の獲得、ならびに ISS 搭載型装

置の開発・利用の促進を図るものである。 
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